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梅
雨
の
季
節

で
あ
る
。「
梅

雨
」
と
書
く
の

は
、
梅
の
実
が

実
る
季
節
だ
か

ら
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
阿
辻

哲
次
『
漢
字
の

知
恵
』
に
よ
る

と
、
ジ
メ
ジ
メ
し
て
カ
ビ
が

生
え
る
時
期
な
の
で
、「
黴

雨
」
と
書
い
た
と
い
う
説
も

あ
る
ら
し
い
。
黴
は
バ
イ
菌

の
バ
イ
で
、
だ
と
す
る
と
、

い
か
に
も
、
い
や
な
気
分
に

な
り
そ
う
だ
。
や
は
り
「
梅

雨
」
と
書
く
の
が
い
い
▼
学

校
の
「
学
」
と
い
う
字
は
、

も
と
「
學
」
に
作
り
、

「
学
」
は
略
字
体
で
あ
る
▼

白
川
静
『
常
用
字
解
』
は
、

日
本
の
神
社
建
築
に
あ
る
、

交
叉
す
る
木
を
組
ん
だ
屋
根

の
神
聖
な
建
物
が
も
と
の
形

で
、
そ
の
字
に
、
左
右
の
手

を
示
す
臼
の
字
が
加
え
ら
れ

て
、
両
手
で
教
え
導
く
意
味

に
な
り
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に

子
を
置
い
て
、「
ま
な
ぶ
」
の

意
味
に
な
っ
た
と
す
る
▼
ま

た
、
こ
の
「
學
」
の
も
と
の

字
に
、
攴
（
む
ち
）
を
組
み

合
わ
せ
た
字
が
、「
教
」
だ
と

い
う
。
金
文
に
は
、「
學
」
の

字
と
し
て
、
攴
を
加
え
た
文

字
も
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

次
第
に
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も

異
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
み

え
る
▼
こ
の
よ
う
に
、
私
た

ち
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
漢
字
も
、
そ
の
成
り
立

ち
を
調
べ
て
み
る
と
、
意
外

と
奥
が
深
い
こ
と
が
わ
か

る
。

（
市
川

訓
敏
）

「冬のソナタ」にはまってしまった。映画俳優

のグラビア雑誌など小馬鹿にしていた私だが、あ

っさりと白旗を掲げ、恥じらいもなく雑誌コーナ

ーに足を運ぶ今日この頃だ。「新たな恋人が出現す

ると、女性は昔の人のことなんか忘れるものだ

よ」と語った友人の言葉もかき消してくれるスト

ーリーの展開から、私は目が離せそうにない。死

別した恋人を想い続けるチョン・ユジンの切ない

心情が、いじらしくてたまらないのだ。もしかし

たら、多くの女性ファンだって恋人や夫に内緒

で、そんなユジンに昔の自分を重ね合わせている

のかも知れない。

私は朝鮮語の教育研

究に携わっているため

か、「冬のソナタ」を挨

拶代わりの話題にして

くれる人に時々出会

う。そんな時、政治や

歴史の話とは違って、

心をなごませることが

できる。何よりも嬉し

いことは、ドラマを通じて韓国を身近に感じる人

が増えているということだ。私が朝鮮語を専攻し

始めた３０年ほど前を振り返ってみても、マスコミ

が韓国の文化を取り上げるのは稀だった。まし

て、朝鮮語を開講している大学など探すのも大変

な時代だったが、今では約半数の大学で開講され

る勢いだ。

しかし、浮かれてばかりはおれない。今年の３

月、あれっ？ と思わせられる出来事があった。

韓国の国会が「日帝強占下における親日反民族行

為の真相糾明に関する特別法案」を圧倒的多数の

賛成で可決したのである。敢えて原文直訳調で示

した「日帝強占下」という語は、「日本帝国主義が

朝鮮の領土、物資、権利等を不法に占有していた

時代」という意味である。ここには、決して植民

地支配を正当化させないぞという韓国の人々の思

いが込められている。今後、韓国ではこの法律に

基づいて、日本の統治政策に協力した韓国人を調

査し、報告書が作成される手はずとなっている。

植民地支配の終焉から半世紀以上経った今日、「何

を今更」と思うかも知れないが、これも民族の誇

りをないがしろにしない韓国社会の現実なのだ。

２００２年９月１７日、日本の首相が初めて平壌（ピョ

ンヤン）を訪問し、「日本側は、過去の植民地支配

によって、朝鮮の人々に多大の損害と苦痛を与え

たという歴史の事実を謙虚に受け止め、痛切な反

省と心からのお詫びの気持ちを表明した」という

文言を含む「日朝平壌宣言」が発せられた。しか

し、今日の日本社会は「拉致問題」には関心を寄

せつつも、植民地支配の責任には触れようとして

いないかのように思われる。果たして、私たちは

「反省」し「お詫び」すべき歴史について、実際

にどれほど理解しているのだろうか。そして、相

手のことを理解しようとする努力を怠った「お詫

び」なら、口先だけだと受け取られても返す言葉

もない。朝鮮民族の歴史や文化への理解を深め、

これを正当に評価し、彼らが味わった民族的屈辱

が何であったのかを見据える努力が、今も日本社

会に求められていると言えるだろう。チョン・ユ

ジンの切ない涙に心を奪われつつも、こうした思

いが私をしばしば現実に引き戻すのである。

（外国語教育研究機構教授）

熊谷 明泰
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四
月
二
十
二
日
開
催
の
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
で
、
現
在
、
設
置
さ
れ
て

い
る
専
門
委
員
会
（
総
合
学
生

会
館
建
設
計
画
、
百
二
十
年
史

編
纂
、
記
念
映
画
製
作
）
に
加

え
て
、
新
た
に
「
学
術
行
事
」

「
学
生
関
係
行
事
」「
記
念
式
典

関
係
」
の
各
専
門
委
員
会
を
設

置
し
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
推
進
へ
の
体
制
を
整
え

た
。
今
後
は
、
各
専
門
委
員
会

に
お
い
て
精
力
的
に
内
容
の
検

討
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
来
年

度
に
は
何
ら
か
の
形
で
紹
介
で

き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
募
金
委

員
会
で
は
、
各
組
織
の
代
表
者

（
校
友
会
・
教
育
後
援
会
・
高

中
幼
・
大
学
教
員
・
事
務
職
員

関
係
）
か
ら
募
金
活
動
の
現
状

の
報
告
の
あ
と
、
今
後
、
各
パ

ー
ト
に
お
い
て
、
募
金
活
動
を

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。

六
月
四
日
現
在
の
募
金
申
込

み
は
、約
五
千
二
百
件
で
、
約
十

八
億
四
百
万
円
余
の
貴
重
な
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ

れ
は
募
金
目
標
額
で
あ
る
三
十

億
円
の
六
十
�
を
超
え
て
い

る
。こ

れ
か
ら
も
学
生
の
ご
父
母

を
は
じ
め
校
友
や
企
業
・
団
体

関
係
者
な
ど
の
み
な
さ
ま
方
に

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、「
創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
」
と
い
う
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
全
学
挙
げ
て
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

（
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
局
）

大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

●
重
点
領
域
研
究
助
成
委
員

会
と
学
術
研
究
助
成
基
金
助

成
委
員
会
の
統
合
お
よ
び
両

制
度
の
一
部
見
直
し
に
伴
う

「
関
西
大
学
研
究
助
成
委
員

会
規
程
」
の
制
定

学
内
研
究
助
成
の
適
正
か

つ
効
果
的
な
運
用
を
図
る
た

め
、「
関
西
大
学
研
究
助
成
委

員
会
規
程
」
を
制
定
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
共
通
事
項
の

多
い
重
点
領
域
研
究
助
成
委

員
会
と
学
術
研
究
助
成
基
金

助
成
委
員
会
を
統
合
し
、
審

議
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
、

新
領
域
の
創
成
を
め
ざ
す
研

究
等
に
も
対
応
し
得
る
審
査

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
、
ま
た
統
合
後
の
新
た
な

委
員
会
の
名
称
を
「
関
西
大

学
研
究
助
成
委
員
会
」
と

し
、
本
学
に
お
け
る
学
内
研

究
助
成
の
あ
り
方
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
審
議
が
可
能
な

委
員
会
と
な
る
。
施
行
期
日

は
平
成
十
六
年
十
月
一
日
。

こ
れ
に
伴
い
「
重
点
領
域

研
究
助
成
規
程
」お
よ
び「
学

術
研
究
助
成
基
金
に
よ
る
助

成
規
程
」
の
一
部
改
正
を
行

う
。

●
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
交
付
内
定

文
部
科
学
省
か
ら
平
成
十

六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

の
配
分
が
公
表
さ
れ
、
本
学

は
二
百
七
十
八
件
の
申
請
の

う
ち
百
四
十
三
件
（
新
規
六

十
五
件
、
継
続
七
十
八

件
）、
計
三
億
千
三
百
五
十
八

万
円
の
交
付
内
定
を
受
け
、

昨
年
の
内
定
時
よ
り
約
二
千

五
百
万
円
増
と
な
っ
た
。

●
公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
公
開
教
育
メ
デ
ィ
ア
特

別
研
修
会
の
開
催

公
開
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
学
校
教
育
に
お
け
る
メ
デ

ィ
ア
活
用
」
が
平
成
十
六
年

八
月
三
日
・
四
日
、
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
Ｅ
棟
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
。
ま
た
公
開
教
育

メ
デ
ィ
ア
特
別
研
修
会
「
二

〇
〇
五
年
前
夜
・
教
室
の
メ

デ
ィ
ア
を
見
直
そ
う
�
」
が

平
成
十
六
年
八
月
二
十
三
日

に
百
周
年
記
念
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
。

●
産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
を
東

大
阪
に
開
設

大
阪
府
の
も
の
づ
く
り
の

総
合
的
な
支
援
施
設
「
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大

阪
」
に
設
け
ら
れ
る
「
産
学

連
携
オ
フ
ィ
ス
」
に
本
学
が

入
居
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
本
学
の
ほ
か
十
二
大
学

が
入
居
予
定
。

●
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会

評
議
員
・
同
理
事
に
学
長
が

就
任河

田
悌
一
学
長
が
標
記
協

会
二
月
十
三
日
開
催
第
四
百

十
三
回
理
事
会
に
お
い
て
評

議
員
（
任
期
平
成
十
八
年
三

月
ま
で
）
に
、
五
月
十
八
日

開
催
第
九
十
二
回
評
議
員
会

に
お
い
て
理
事
（
任
期
平
成

十
七
年
五
月
ま
で
）
に
選
出

さ
れ
た
。

�
招
へ
い
研
究
員

ミ
シ
ガ
ン
大
学
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
）のJ

oh
n.P
.L
ait-

n
er

教
授
が
七
月
一
日
〜
十
月

十
五
日
の
予
定
で
、
経
済
・
政

治
研
究
所
（
経
済
学
部
・
松
下

（
平
成
十
六
年
三
月
三
日
受

賞
）

※
受
賞
者
の
所
属
は
受
賞
時
の

も
の
。
在
学
生
に
限
り
掲
載
し

た
。

平
成
十
六
年
度
の
教
育
後
援

会
総
会
が
五
月
十
六
日

（
日
）、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
四
千
三
百
四
十
六
人
の

父
母
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。午

前
十
時
か
ら
、
会
長
挨

拶
、
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
、
監
査
報
告
の
あ
と
、
役
員

の
改
選
等
が
行
わ
れ
、
平
成
十

○
平
成
十
五
年
度
電
気
関
係
学

会
関
西
支
部
連
合
大
会

◆
奨
励
賞

情
報
・
通
信
基
礎
部
門

大
学
院
工
学
研
究
科

佐
藤

淳
一

（
平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
受

賞
）

◆
電
気
学
会
優
秀
論
文
発
表
賞

電
気
電
子
材
料
・
デ
バ
イ
ス
部

門大
学
院
工
学
研
究
科

吉
田

正（
平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
受

賞
）

○
第
九
回
電
子
情
報
通
信
学
会

関
西
支
部
学
生
発
表
会

◆
関
西
支
部
長
賞
（
学
生
会
奨

励
賞
）

工
学
部
電
子
工
学
科

藤
井

岳
大

工
学
部
電
子
工
学
科

藤
原

利
晴

�３月２日（水）�後期B日程�

１
月
１５
日（
土
）１
月
１６
日（
日
）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験文学部

センター後期
―課しません法学部

�２月８日（火）

工学部

センター中期
総合情報学部
経済学部
文学部
法学部

―課しません

工学部

センター前期

総合情報学部
社会学部
経済学部
文学部
法学部

試験地個別学力検査試験日学部種別

■センター利用入学試験

�

３月３日（木）工学部

後 期 B
３月２日（水）

総合情報学部
社会学部
商学部
経済学部
文学部
法学部

�２月６日（日）全学部S
�２月７日（月）商学部

A

�２月５日（土）経済学部

�

２月４日（金）総合情報学部
２月３日（木）社会学部
２月２日（水）工学部
２月２日（水）文学部
２月１日（火）法学部

試験地試験日学部日程

■一般入学試験

�
�
大
阪
・
東
京
・
金
沢
・
浜
松
・
名
古
屋
・
京
都
・
和
歌
山
・
姫
路
・
岡
山
・
広
島
・
徳
島
・
高
松
・
松
山
・
小
倉
・
福
岡

�
�
大
阪
・
札
幌
・
仙
台
・
東
京
・
金
沢
・
浜
松
・
名
古
屋
・
滋
賀
・
京
都
・
和
歌
山
・
姫
路
・
松
江
・
岡
山
・
広
島
・
徳
島
・

高
松
・
松
山
・
小
倉
・
福
岡

�
�
大
阪
・
東
京
・
金
沢
・
名
古
屋
・
和
歌
山
・
姫
路
・
岡
山
・
広
島
・
高
松
・
福
岡

試験地

２００５年度入学試験の概要が決定しました。
２００５年度から、一般入学試験はA日程・S日程・後期B日程で実施します
(C 日程は廃止）。また、２００４年度入試において新設した「京滋（京都・滋
賀）」試験地を「京都」試験地、「滋賀」試験地に分けて設置します。
センター利用入学試験については、新たに社会学部が導入することにな

り、６学部で実施します。また、２００５年度からはセンター前期・中期・後期と
３期に分けて実施するなど、センター利用入学試験の方式を拡充します。
詳しくは『進学ガイド』でご確認ください。

イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
大
学
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ

ー
大
学
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
大
学
お
よ
び
昨
年
度
は

中
止
と
な
っ
た
中
国
の
復
旦
大

学
に
お
い
て
、
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
る
。

今
年
度
は
全
セ
ミ
ナ
ー
合
計

で
例
年
よ
り
多
い
、
百
四
十
二

人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

参
加
者
を
決
定
す
る
に
あ
た

り
、
英
語
セ
ミ
ナ
ー
は
五
月
十

九
日
に
一
次
試
験
（
筆
記
お
よ

び
聴
解
）
を
、
五
月
二
十
六
日

に
一
次
試
験
合
格
者
を
対
象

に
、
二
次
試
験
（
日
本
語
に
よ

る
面
接
）
を
実
施
し
、
参
加
者

各
二
十
人
を
、
ド
イ
ツ
語
お
よ

び
中
国
語
セ
ミ
ナ
ー
は
面
接
試

験
の
う
え
、
二
十
人
と
二
十
五

人
の
参
加
者
を
決
定
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
内
訳

は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
は

男
子
三
人
、
女
子
十
七
人
、
カ

ル
ガ
リ
ー
大
学
は
男
子
六
人
、

女
子
十
四
人
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学
は
男
子
四
人
、
女
子
十

六
人
、
復
旦
大
学
が
男
子
三

人
、
女
子
二
十
二
人
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
に
対
し

て
は
、
五
月
二
十
七
日
（
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
二
十
八
日

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
六
月

二
十
四
日
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
）
に
説
明
会
を
行
い
、
渡
航

準
備
お
よ
び
現
地
の
情
報
提
供

や
、
参
加
者
間
の
結
束
を
図
る

な
ど
、
事
前
準
備
の
万
全
を
期

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に

は
、
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
現

地
で
は
自
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

願
い
、
ま
た
こ
れ
ら
の
学
生
た

ち
の
中
か
ら
、
今
後
、
交
換
派

遣
留
学
や
認
定
留
学
な
ど
の
長

期
留
学
を
志
す
も
の
が
数
多
く

出
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
本
学
で
は
春
期
に
も

語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
の

で
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

学
生
を
は
じ
め
、
多
数
の
応
募

を
待
っ
て
い
る
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）
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���������������������������������入入学学試試験験実実施施概概要要決決ままるる

教
育
後
援
会
総
会
を
開
催
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六
年
度
の
会
長
に
は
嘉
納
秀
一

氏
が
、
ま
た
監
事
に
は
木
下
雅

裕
氏
と
松
岡
良
幸
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

来
賓
の
河
田
悌
一
学
長
と
羽

間
平
安
理
事
長
か
ら
は
祝
辞
を

兼
ね
た
挨
拶
と
父

母
に
対
す
る
講
話

が
述
べ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
学

部
別
教
育
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
各

学
部
の
教
育
方
針

や
特
色
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
先

生
と
父
母
と
の
間

で
学
習
指
導
や
就

職
問
題
等
に
つ
い

て
熱
心
な
個
人
懇

談
が
行
わ
れ
た
。

新たに３専門委員会を設置

創立１２０周年記念事業の
推進体制、着々整う

２２００００５５年年度度 語学セミナー�

期� 参加者決まる�

受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

平成１６年度

敬
一
郎
教
授
）
受
入
れ
の
も

と
、
本
学
教
員
と
共
同
研
究
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
研
究
テ
ー

マ
は
、「
経
済
成
長
論
を
背
景
と

し
て
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
世
代
間
の
所
得
移
転
と
資
産

の
分
布
を
理
論
的
に
補
捉
し
、

世
代
間
の
独
立
・
協
力
・
公
正

に
つ
い
て
経
済
学
の
視
点
か
ら

の
理
論
的
展
望
を
示
し
、
経
済

政
策
に
関
す
る
提
言
」
で
あ

る
。
研
究
期
間
中
は
関
連
資
料

の
収
集
及
び
他
の
研
究
者
と
交

流
を
図
り
、
講
演
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

右上：マンチェスタ

ー（英国）

右下：復旦（中国）

左上：カルガリー

（カナダ）

左下：ゲッティンゲ

ン（ドイツ）

平成１６年（２００４年）６月１５日第 ３１８ 号 （２）
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法
学
研
究
所
は
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
「
国
際
金
融
革
命
と

法
」
の
五
年
間
に
及
ぶ
共
同
研

究
の
成
果
を
問
う
た
め
、
七
月

三
日
、
四
日
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
名
護
金
融
特
区
・
国
際
金

融
革
命
と
法
」（
仮
題
）を
開
く
。

第
一
日
は
画
期
的
な
成
功
を

収
め
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ

リ
ン
・
ド
ッ
ク
を
モ
デ
ル
に
進

行
中
の
名
護
・
金
融
特
区
を
と

り
あ
げ
、
ダ
ブ
リ
ン
の
担
当
者

か
ら
「
な
ぜ
ダ
ブ
リ
ン
は
成
功

し
た
の
か
」
に
つ
い
て
、
名
護

市
担
当
者
に
は
、
国
際
金
融
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
問
題
点
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
う
。
金
融
特

区
の
成
功
の
た
め
に
は
、
租
税

文
学
部
体
育
学
教
室
で

は
、
上
記
の
日
程
で
公
開
授

業
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
学
生
と
共

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
�
か
ら
だ
�

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し

く
で
き
る
授
業
を
開
講
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

※
公
開
授
業
は
、「
地
域
住

民
」
と
「
大
学
」
と
を
結
ぶ

架
け
橋
で
す
。
無
料
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
運
び
く
だ

さ
い
。

★
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

場

所：

千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
中
央
体
育
館

（
阪
急
電
鉄

関
大
前
駅
下

車
徒
歩
１０
分
）

お
問
い
合
わ
せ：

文
学
部
体

育
学
教
室

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４

（
中
央
体
育
館

直
通
）

後

援：

吹
田
市
教
育
委
員

会

今大会で２７回を数え、本学千里山キャ
ンパスを中心に開催される総合関関戦が
いよいよ６月１７日（木）から始まります。
みなさんの応援をお待ちしています。

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる��������������������������������
第第２２７７回回 総総合合関関関関戦戦

応援 待ってます

法学研究所

�
国
際
金
融
革
命
と
法
�
討
論

来
月
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

春
学
期
公
開
授
業

一
般
の
方
も

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

中央グラウンド
（雨天 中央体育館メイン）閉会式１７：３０

６
月
１９
日
（
土
）

中央体育館メインハンドボール男子１５：１５
中央体育館サブB床剣道１５：００

相撲道場相撲１４：００
東体育館２室少林寺拳法１４：００
中央グラウンドアメリカンフットボール１４：００

中央体育館サブB畳柔道１３：３０
東体育館３室フェンシング１３：００
中央体育館メインハンドボール女子１３：００
中央体育館サブB床空手道１２：３０
北グラウンド軟式野球１１：３０
中央グラウンドラグビー１１：００
神崎川漕艇１１：００
射撃場射撃１０：３０

中央体育館サブB畳合気道１０：３０
中央体育館メイン拳法１０：３０
東体育館１室器械体操１０：００
アーチェリー場アーチェリー９：００

高槻O２スケートリンクアイスホッケー１８：３０

６
月
１８
日
（
金
）

中央体育館メインバスケット女子１５：４５
中央体育館メインバスケット男子１４：００
北グラウンド硬式野球１４：００
中央グラウンドラクロス男子１３：００
東体育館１室バドミントン１３：００

中央体育館サブB床なぎなた１３：００
中央体育館サブB床古武道１２：００
テニスコートテニス１０：００
中央グラウンドラクロス女子１０：００
北グラウンドソフトボール大会１０：００

有馬ロイヤルゴルフクラブゴルフ８：００
中央グラウンドホッケー１５：３０

６
月
１７
日
（
木
） 東体育館２室レスリング１５：００

東体育館１室バレーボール１４：００
中央体育館メイン卓球１４：００
軟式テニスコートソフトテニス１３：００
北グラウンド硬式野球１３：００

中央グラウンド
（雨天 中央体育館メイン）開会式１２：００

場所種目時間

「元気でいいとも� こころとからだの
ふれあい広場」 講師 時森 美智子

１０：４０～１２：１０７月２日（金）

「生涯スポーツ体験で健康を」
講師 堅本 盛行

１３：００～１４：３０

７月１日（木）

「ホスピタリティを体験しよう」
講師 堅本 盛行

１０：４０～１２：１０

「太極拳と気功で健康づくり」
講師 賀 欣

１３：００～１４：３０６月３０日（水）

「グラッピング・アーツ」
（組み技格闘技） 講師 安田 忠典

１３：００～１４：３０６月２６日（土）

テーマ時 間月 日

�
六
月
三
十
日
、
経
済
学
部
で

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

経
済
学
部
で
は
、
全
学
を
通

じ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
Ｆ
Ｄ
活

動
の
一
環
と
し
て
六
月
三
十
日

（
水
）
に
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
習
・
就
職
支

援
な
ど
、
学
部
教
育
を
取
り
巻

く
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
学
部
生
と
教
員
を
交
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

予
定
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
経
済
学
部
の

あ
り
方
を
考
え
る
一
助
に
し
た

い
」
と
、
経
済
学
部
で
は
多
く

の
学
部
生
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

な
お
、
会
場
は
第
２
学
舎
Ｃ

３０２
教
室
、
時
間
は
午
後
二
時
四

十
分
か
ら
五
時
半
の
予
定
。

�
キ
ャ
ン
パ
ス
で
小
粋
な
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

文
学
部
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
開
催
す
る
。
現
代
日
本

特
別
措
置
の
み
な
ら
ず
、
各
種

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。
金
融
技
術
開

発
の
第
一
人
者
、
立
命
館
大
学

の
大
垣
尚
司
教
授
が
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い

て
、
浜
松
学
院
大
学
の
近
藤
健

彦
教
授
が
、
ア
ジ
ア
債
券
市
場

構
想
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
を

す
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
マ
ッ
ク
ス
・

プ
ラ
ン
ク
研
究
所
所
長
（
租
税

法
）
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ

ェ
ー
ン
教
授
に
は
有
害
な
租
税

競
争
に
つ
い
て
、
オ
ス
ロ
大
学

の
ス
カ
ー
ル
教
授
に
は
「
キ
ャ

プ
テ
ィ
ブ
と
課
税
」
に
つ
い
て

報
告
し
て
も
ら
う
。
第
二
日
は

金
融
法
学
、
金
融
、
国
際
課

税
、
国
際
資
本
移
動
・
電
子
商

取
引
の
四
研
究
班
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
「
国
際
金
融
革

命
と
法
」
に
つ
い
て
討
論
す

る
。

（
法
学
部
教
授
・
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

村
井

正
）

関
西
大
学
吹
田
市
民
人
権
講
座
を
開
催

人
権
問
題
研
究
室
で
は
、
研

究
成
果
を
学
内
及
び
社
会
に
広

く
還
元
し
、
大
学
内
外
に
お
け

る
人
権
意
識
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
、
公
開
講
座
を
開
講
し

て
い
る
が
、
十
年
目
を
迎
え
る

本
年
は
、
開
講
十
周
年
記
念
行

事
と
し
て
、
吹
田
市
、
吹
田
市

教
育
委
員
会
共
催
の
「
関
西
大

学
吹
田
市
民
人
権
講
座
」
を
一

般
市
民
、
学
生
、
教
職
員
を
対

象
に
開
催
す
る
。

日

時
�
七
月
三
十
日
（
金
）

午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分

場

所
�
吹
田
市
メ
イ
シ
ア
タ

ー
（
文
化
会
館
）
一
階

集
会

室テ
ー
マ

�
男
女
共
同
参
画
「
現
代
社
会

と
女
性
の
人
権
―
女
と
男
の
共

生
を
め
ざ
し
て
―
」

講
師

石
元
清
英
（
人
権
問
題

研
究
室
研
究
員
・
社
会
学
部
教

授
）

�
子
ど
も
問
題
「
子
ど
も
の
人

権
」

講
師

源

淳
子
（
人
権
問
題

研
究
室
委
嘱
研
究
員
）

問
い
合
わ
せ
は
人
権
問
題
研
究

室
（
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
８

２
）
ま
で（

人
権
問
題
研
究
室
）

�ギタークラブ
第４１回定期合同演奏会
６／２０（日）
高槻現代劇場
�吟詩部
第４７回明治大学関西大学
交歓吟詠発表大会
６／２０（日）
東京都高円寺会館
�速記部
第７５回関西学生速記競技大会
６／２０（日）
千里山キャンパス
�ユネスコ研究部
ユネスコスクール
６／２０（日）
千里市民センター図工室
�少林寺拳法部
２００４年少林寺拳法大阪府民体育大会
６／２０（日）
大阪府立体育会館
�バレーボール部
第３０回西日本バレーボール大学男子選手権大
会
６／２４（木）～２７（日）
兵庫県立総合体育館
�野球部
関西地区大学野球 ５リーグ対抗戦
６／２５（金）～２７（日）
藤井寺球場
�柔道部
第５３回全日本学生柔道優勝大会・第１３回全日
本学生女子柔道優勝大会
６／２６（土）～２７（日）
日本武道館
�バスケットボール部
６／２６日（土）～７／１１（日）
第２２回大阪学生バスケットボール選手権大会
大阪体育大学、近畿大学
�弓道部
第１６回全国大学弓道選抜大会
６／２７日（日）
明治神宮武道場至誠館弓道場

�ゴルフ部
関西学生選手権予選
６／２８（月）
滝野カントリー倶楽部八千代コース
�交響楽団
第２７回サマーコンサート
６／２９（火）
吹田メイシアター
�ポピュラーミュージック創作研究会
４サークル合同 Joint ライブ
７／１（木）～２日（金）
特別講堂（本学）
�レスリング部
西日本学生レスリング選手権大会
７／１（木）～４（日）
堺市立金岡公園体育館
�混声合唱団「葦」
特別講堂ライブ
７／３（土）
特別講堂（本学）
�ソフトテニス部
西日本学生ソフトテニス選手権大会
７／３（土）～６（火）
兵庫県城崎郡日高町神鍋ローンテニスコート
�古武道部
古武道大会
７／４（日）
名城大学
�水上競技部
法関戦
７／４（日）
法政大学プール
�漕艇部
神崎杯レガッタ
７／１０（土）～１１（日）
神崎川
�法律相談所
定期無料法律相談
７／１４（水）
天六キャンパス

の
服
飾
文
化
を
通
じ
て
社
会
と

人
間
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
文

学
部
共
通
専
門
教
育
科
目
、「
総

合
講
座

日
本
学
�
―
現
代
日

本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
社
会
」

で
は
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美

術
館
や
マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
協
力

を
得
て
、
昨
年
に
続
き
第
二
回

目
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

開
催
す
る
。
関
心
の
あ
る
一
般

学
生
の
来
場
歓
迎
。

日

時
�
六
月
三
十
日
（
水
）

午
後
一
時
〜
二
時
半

場

所
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

新
関
西
大
学
会
館
北
棟
一
階
ホ

ー
ル経

済
・
政
治
研
究
所

第
１５７
回「
公
開

講
座
」を
開
催

七
月
十
四
日
（
水
）
午
後
一

時
〜
二
時
半

千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

テ
ー
マ
�
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
政

策
と
都
市
の
動
向
―
１
９
９
０

年
代
以
降
の
小
売
商
業
活
動
を

中
心
と
し
て
―

講

師
�
伊
東

理
（
経
済

・
政
治
研
究
所
研
究
員
・
文
学

部
教
授
）

第
８７
回

全
日
本
大
学
速
記
競
技

大

会

で

３３

連

覇

文
化
会
速
記
部
が
五
月
三
十

日
に
本
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
第
八
十
七
回
全

日
本
大
学
速
記
競
技
大
会
に
お

い
て
優
勝
し
、
三
十
三
連
覇
の

偉
業
を
達
成
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
、
他
大

学
の
追
い
上
げ
も
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
中
で
、
団
体
戦
で

は
準
優
勝
の
関
学
大
に
実
に
四

十
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
の
大
差
を

つ
け
て
圧
勝
。
ま
た
、
個
人
各

級
に
お
い
て
も
軒
並
み
上
位
を

独
占
し
た
。

速
記
部
総
務
部
長
の
荒
井
恵

子
さ
ん
（
社
三
�
写
真
前
列
右

端
）
は
「
部
員
の
間
に
は
良
い

意
味
で
競
争
意
識
が
芽
生
え
て

い
ま
す
。
こ
の
緊
張
感
を
大
切

に
し
て
、
今
後
も
学
生
速
記
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
速
記

部
創
部
五
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
み
な
さ
ん
に
良
い
報
告
が
で

き
る
の
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
め
ざ
す
は
四
十
連
覇
で

す
」
と
、
歯
切
れ
よ
く
答
え

る
。
そ
の
姿
に
は
自
信
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
学
生
部
）

�
林
家
染
丸
講
師
担
当
の
講
義

で
琴
の
実
演

六
月
四
日
（
金
）
二
時
限
目

に
、
文
学
部
共
通
専
門
教
育
科

目
『
日
本
伝
統
芸
能
史
』（
林
家

染
丸
講
師
、
上
方
落
語

協
会
副
会
長
）
の
な
か

で
、
岸
本
敏
江
大
師
範

（
生
田
流
箏
曲
地
唄
）

を
迎
え
て
、
琴
の
実
演

講
義
が
行
わ
れ
た
。

二
百
人
近
い
受
講
生

は
、
琴
の
歴
史
や
構
造

の
説
明
に
加
え
て
実
演

を
交
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な

講
義
を
堪
能
し
た
。
授

業
の
終
了
後
に
も
、
直

接
琴
に
触
れ
た
り
、
質
問
に
来

る
学
生
が
ひ
き
も
切
ら
ず
、
得

学生諸団体の行事予定（６月１５日～７月１４日）
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
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�
�
�
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が
た
い
機
会
と
な
っ
た
。
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現在、税理士講座を受講している大塚優枝さん(文学部
４年次生)と八木俊さん(商学部３年次生)に、将来の目標
やリードセンターの講座についていろいろとお聞きしま
した。

ーーまず、税理士の資格を取得しようと思ったきっかけを
それぞれ聞かせていただけますか。

大塚 社会に出ると、どの仕事
に就いてもお金の流れが原点に
あるのかなと。それで何か資格
を取りたいと考えて、「まずは」
っていう気持ちからリードセン
ターの簿記検定講座の３級を受
講したんですよ。実際に受講し
てみるとすごくいい先生で、わ
かりやすく教えてもらうことが出来ました。で、そのま
ま２級も受けたら簿記が自分に合っているなと思って。
そのあとは、モデルチャートの流れに沿ってリードセン
ターの税理士講座を受講しています。
八木 高校が商業科で、商学部に入学したけれど、２年
間大学の勉強以外何もしていなくて。これではダメだと
思い、独学で勉強し、日商簿記検定試験２級をとったん
ですよ。あとは勢いですかね（笑）。

ーーでは、他の予備校ではなくリードセンターで税理士を
めざそうと思ったのはなぜですか。

八木 やはり他の予備校と比べて、受講料が安いのが大
きいです。
大塚 私も、やはり他の予備校と比べて受講料が安い部
分ですね。それと、リードセンターが提案しているキャ
リアアップの受講モデルチャートの流れはかなり勉強し
やすかったですね。

ーー実際に今、講座を受講されていますが、感想などをお
聞かせください。

大塚 同じ志をもった人たちが集まっているため、いい
雰囲気ですね。大教室での一方通行的な講義と違って質
問も気軽にできるし、勉強できる環境が整っていると思
います。
八木 横のつながりができるし、先生も受験指導歴が長
く、解き方のテクニック等の教え方がうまい先生や、実
務の経験が豊かな先生といったそれぞれ特色ある教え方
でわかりやすいですね。

ーー将来はどういう仕事がしたいですか。

八木　僕は、出来るだけ早く独立開業したいですね。努
力した成果がすべて自分に返ってくるのは大きな魅力で

すね。
大塚 私は、企業内でコンサル
ティング業務につきたいと思い
ます。クライアントのオーナー
とともに資金計画や投資計画の
立案といった、経営のパートナ
ー的存在になれたらいいです
ね。

ーー最後に、税理士をめざしている人へのメッセージ、
アドバイスをお願いします。

大塚 簿記の３級、２級をやってみておもしろいと思っ
た人は一度トライしてみてもいいと思います。あとは、
自分が向いていると思えた人かな。
八木　めざす以上は絶対受かってやるという強い意志を
持った人なら、ぜひ、めざしてほしいと思いますね。

ーーありがとうございました。

新司法試験は、2006年5月から実施されます。この新司法試験を受験するためには、
原則として法科大学院課程を修了する必要があります。
その法科大学院は、一言でいえば「法曹を養成するための大学院」です。社会人や

理系学部出身の方をはじめ、法学を学んだ経験のない方（法学未修者）の受け入れを
掲げていることも特徴です。

Q 法科大学院に進学するにはどうすればいいのですか？

A 法科大学院に進学するには、まず全国統一で実施される「適性試験」を受験し、それ
から各大学院が独自で行う「二次試験」を受けなければなりません。

適性試験は、「大学入試センター」「日弁連法務研究財団」という２つの団体によって実施
されます。どちらの成績を採用するかは各大学院によって違いますが、本学を含め、大多数
は大学入試センターの適性試験を採用しています。

Q リードセンターでどのように学習を進めればいいのですか？

A 現行司法試験、法科大学院入試
のいずれの場合でも法律家になる

ためには法律知識が必要とされます
（法科大学院・未修者コースを除く）。
そのためにはまず、「基礎コース」で基
本的な法律知識を習得しましょう。そ
して次のステップとして、習得した知
識をもとに「応用演習コース」で考え
る力、文章を書く力を身につけましょ
う。この「応用演習コース」ではまず、
「基礎力徹底ゼミ」で書く（表現する）
ことに対する基礎力を身につけます。
その後、「現行司法試験対策ゼミ」、「法
科大学院入試対策ゼミ」といったそれ
ぞれの進路に分かれて過去問題を中心
に実践的な演習を行います。
このようにエクステンション・リー

ドセンターではそれぞれの学習進度や
進路別に体系的に学習していただける
コースが多数あります。これらを上手
く利用して学習を進めてください。

公務員講座では今年度から『土木職対策講座』『心理職対策講座』を新設
しましたが、今回は、昨年度開講した『国Ⅰ対策講座』の法律職２名（Ｅさ
ん，０さん）、経済職１名（Ｈさん）の受講生３名から講座についてのお話を
うかがいます。
ーーまず、「国Ⅰ講座」を受講しようと思った動機についてお聞かせください。
Ｈ：大学生活を送る上で、何かにチャレンジしたいという気持ちがあり、たま

たまリードセンターの講座案内を見て、公務員試験の中でも最難関である
国Ⅰにしようと思い、受講しました。

Ｅ：Ｈさんと違って、警察の仕事に携わりたいからです。その中で、国Ⅰは東
大や京大の人しか受からないと思いつつも、勝負しないで負けるのは悔し
いという思いと後悔しないために、チャレンジする気持ちで受講しました。

ーー『国Ⅰ対策講座』を受講した感想をお聞かせください。
Ｈ：大阪の専門学校はビデオ講義が多いのですが、リードセンターではライブ

講義が多かったのが魅力的でした。それと質問が非常にしやすかったです。
Ｅ：受講生が少ないので、先生に勉強以外のこともご相談できたり、個人的に

メールのやり取りができるなど、細かいサポートを受けられたのもよかっ
たです。また、受講料が安く、アルバイトで稼いだお金で受講できたこと
もよかったです。

O：当初の志望から変更したいと思って、悩み、先生に相談した際、私が一番何
になりたいのかを尊重した助言をしてくださったことに大変感激しました。

ーーHさんとＥさんは５月２日の１次試験を受験されましたが、その感想は？
Ｈ：平成14年が一番難しく、その後やさしくなっていると思います。数的処理

は過去問からの出題が多かったですね。
Ｅ：私も平成14年の問題は非常に難しいと思います。試験時間は教養３時間、

専門３時間半と非常に長いので、模試を受験して時間の感覚を予め体験す
べきだと思います。

ーー国家Ⅰ種をめざすうえで一番重要だと思うことは何ですか？
Ｈ：日々の努力が大事だといわれますが、直前期に見た問題が出題されたりし

ますから、直前期も重要だと思います。
Ｅ：合格できなかったからといって劣等感を持たないこと。また「合格するんだ」

と思いすぎずに気楽な気持ちでいないと受験勉強するのが苦痛になります。
O：勉強しているうちに「やったらできる」ということが分かりました。また、
将来なりたいものを思い描くことが重要だと思います。

ーー本日はどうもありがとうございました。

エクステンション・リードセンタ
ーは、自分自身をエクステンション
（伸張、拡張）したいと考える積極的
な関大生をサポートするため、夜間
の時間帯に開く通常講座や夏期休暇
中の集中講座などで、受講生のスキ
ル＆パワー＆キャリアのアップをめ
ざした活動をしている。
リードセンターは８年前の平成９

年４月に天六キャンパスで英語、情
報処理、就職対策の３講座11コース
で発足したが、10月から司法試験答
案練習講座２コースも加わり、初年
度のこれら４講座の受講生総数は
1833人だった。その後、講座の拡充
をはかりながら、平成12年度から千
里山キャンパスでも開講するように
なり、平成16年度には天六・千里山
の両キャンパスで14講座40コースを
開くに至っている。受講生の数は年
ごとに増え、平成15年度の3583人
を含め、開設以来の７年間で総数１
万8677人になっている。
もともと「社会に開かれた関大」構想の一翼を

になって出発しているが、受講生の12％は関大
の外から来られる一般社会人で、特定の資格取
得をめざす講座のなかには社会人の方が多数を
占めているものもある。こうした専門的資格取
得や国家試験合格を目的にした教育講座のほか
に、一般市民を対象にいろいろな公開講座も定
期的に開いて地域社会の知的ニーズに応え、「大
阪の関大」をアピールする役目も果たしている。
正課授業で専門分野の基礎を学び、リードセ

ンターでより特化した実務的・職業的技能を身
につける…関大生のみなさんには、関大の幅広
い教育サービスを通してみずから磨いた個性と
自信を資産として社会で活躍してくれることを
期待している。

適性試験、
法科大学院受験

司法試験を受験するまで～2004年に大学に入学した人の場合～�

2004（H16）

2005（H17）

2006（H18）

2007（H19）

2008（H20）

2009（H21）

2010（H22）

2011（H23）

2012（H24）

2013（H25）

2014（H26）

2015（H27）
★　講座・コースについては平成16年度の内容を基本としています。応用演習コース、択一答案
練習コース、関西大学日曜答案練習会については、来年度以降カリキュラムの内容、講座体
系を見直す可能性があります。�

※１司法試験を併行実施期間中、同じ年に新司法試験と現行司法試験の両方を受験することはで
きません。�

※２法科大学院修了前2年間に現行司法試験を受験した場合は、その受験回数が新司法試験での3
回の中にカウントされることになります。�

１
年
次
生
２
年
次
生
３
年
次
生

４
年
次
生

現行司法試験 リードセンター 新司法試験

基礎コースＡ
（憲法・民法・刑法・民訴・行政法の知識を習得します）

基礎コースＢ
（刑訴・商法の知識を習得します）

応用演習コース 「基礎力徹底ゼミ」

応用演習コース★
「現行司法試験対策ゼミ」

応用演習コース★
「法科大学院入試対策ゼミ」関西大学

日曜答案
練習会★

択一答案
練習コース★

大学３年次生�
以上は二次試�
験受験可能�

実質最後の現行司法試験�
２次試験�

２次試験合格者�
口述試験�

５年の間に�
３回まで�
受験可能※2�

２回目の�
新司法試験�

１回目の�
新司法試験�

法科大学院在学※１

未修者既修者

時間に余裕がある1、２年次の時期に
いろいろなことにチャレンジしようと考
えていたのと、もともと英語が好きだった

のが、TOElC獏テスト対策コースを受講した
きっかけです。ネイティブ講師による英語オンリーの授業には
とまどいましたが、理解しやすいように何度も繰り返しスピー
チしてくれるので、次第にリスニング力がアップ。この講座の
おかげで、アルバイトの英語の個別指導でも、自信を持って生
徒と接することができました。将来は、英語を使う仕事にチャ
レンジしてみたいと思っています。

３年次になって就職活動を始めるにあ
たり、何か資格を取っておきたいと考え、
幅広く活用できるシスアドの資格試験を受

けることにしました。情報処理に関してはそれ
まで大学の授業で学んだ程度の知識しか持っていませんでした
が、このコースは講義や実習、また小テストや宿題をこなして
いくなかで、体系的に理解できるように計画されていて、着実
に力がついていきました。「同じ問題集を３回解けば確実に力に
なる」といった的確なアドバイスをもらいながら夏休みも集中
して勉強した結果、1回目の試験で無事合格。これが自信にな
って、ＩＴ業界も視野に入れた就職活動に踏み出すことができ
ました。

何か資格を身につけたいと考えていた
ところ、旅行という身近なテーマを扱え
るこの講座の存在を知り、受講することに

しました。資格試験の出題範囲は、運賃の計
算からパスポートの扱い方まで幅広く、最初に分厚いテキスト
を10冊ほど渡されたときには「やっていけるかなあ…」と少し
不安になりました。でも、先生が試験に出るポイントだけに絞
って解説してくださるので、膨大に思えた試験範囲もスムーズ
に学ぶことができました。こうして４月から約半年間受講し、
秋に臨んだ試験では「国内」と「一般」の両方に無事合格。こ
の資格のおかげで就職活動の選択肢が広がり、自分に自信がつ
きました。

メディアの世界で仕事をするのが、小
さい頃からの夢でした。ただ、マスコミ
の採用試験では幅広い時事教養や高いレベ

ルの文章力を要求されるため、憧れだけで合
格するのは難しいのが現実。難易度の高い採用試験へのアプロ
ーチのやり方を学ぼうと思い、この講座を受講しました。僕は
出版・広告クラスに入りましたが、先生方からマスコミの全体
像を伺うなかで、自分の進路を見つめ直すことができました。
出版社にこだわらず新聞社や放送局なども受験した結果、NHK
に内定し、現在働いています。

■2003年度実績

法律家養成講座では、本学の司法試験最終合格者12人中、
４人がリードセンターの受講生でした。
公認会計士２次試験の本学合格者は12人で、そのうち１人

は総合情報学部出身のリードセンター受講生でした。
また、公務員講座では、国家公務員Ⅱ種（行政職）合格者

22人を始め、国税専門官や各政令指定都市などの地方上級職
にも多くの受講生が合格を果たしています。
その他の国家試験等の結果は次のとおりです。

税理士講座〉〉〉〉〉
受講生に本音を聞いてみました

法律家養成講座〉〉〉〉〉 公務員講座〉〉〉〉〉

リードセンター長（社会学部教授）

佐々木土師二 教授

関
大
生
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
す
る
の
を
支
援
す
る

夏期集中・後期開講講座一覧〉〉〉〉〉 国家試験等合格状況〉〉〉〉〉

30.0％�
29.9％�
－　�

�
�
�
�
�
�
�
�

27.7％�
20.2％�
15.3％�
14.0％�
39.2％�
12.1％�
9.2％�

日商簿記検定３級�
日商簿記検定２級�
パソコン検定４級�
�
�
�
�
�
�
�
�
初級システムアドミニストレータ�
基本情報技術者�
宅地建物取引主任者�
一般旅行業務取扱主任者�
国内旅行業務取扱主任者�
通　　関　　士�
社会保険労務士�

マイクロソフト オフィス　�
スペシャリスト Word 2002／一般�

マイクロソフト オフィス　�
スペシャリスト Excel 2002／一般�

マイクロソフト オフィス　�
スペシャリスト Excel 2002／上級�

２級ファイナンシャル・�
プランニング技能検定�
�

ファッションコーディネート�
色彩能力検定１級２次�

ファッションコーディネート�
色彩能力検定１級１次�

ファッションコーディネート�
色彩能力検定２級�

ＣＧ検定�
（画像情報技能検定　ＣＧ部門）３級�

リードセンター�
合格率�
45.6％�
40.9％�
75.0％�

�
�
�
�
�
�
�
�

60.9％�
29.4％�
20.0％�
36.4％�
88.5％�
20.0％�
26.7％�

全国平均�

97.3％�

100％�

100％�

100％�

25.0％�

85.1％�

58.2％�

34.3％�

－�

－�

－�

－�

18.8％�

53.6％�

57.1％�

33.1％�

業界別クラスで早期に的確な対策を！�
�

■６月23日（水）　12：10～受付開始�

英
語
講
座�

講座・コース名�

TOEIC獏�

テスト対策�
コース�

TOEFL獏�
テスト対策�
コース�

750点目標クラス�

650点目標クラス�

550点目標クラス�

650点目標クラス�

550点目標クラス�

230点目標クラス�

190点目標クラス�

140点目標クラス�

概　　要�

スコアアップのための�
基礎力・応用力を養う！�

スコアアップのための�
基礎力・応用力を養う！�

留学前に必須スコアをＧＥＴ！�

開講場所�

千里山�

天六�

情
報
処
理
講
座�

マイクロソフト�
オフィス�
スペシャリスト�
コース�

Excelパーフェクトコース�

Wordパーフェクトコース�

システムアドミニストレータ・コース�

Excel 2002／一般�

Word 2002／一般�

Excel 2002／上級�

パソコンを基礎から学び、�
最終日には資格をGET！�

最終日にその場で受験できる�
マイクロソフト社主催の認定資格�

ユーザーの立場から情報化を�
推進する有望資格�

天六�

色彩検定講座� 1級対策コース� 色彩の知識があなたの活躍の場を広げる�天六�

マスコミ試験対策講座�

（実力養成期～）�

新聞・ジャーナリストクラス�

出版・広告クラス�

放送クラス�

千里山�

パソコン検定4級コース��

パソコン検定3級コース�

Excelのスペシャリストを目指す!�

Wordのスペシャリストを目指す!

4級の知識がある方が対象。�
最終日には資格をGET！�

問い合わせはリードセンター事務室へ�
千里山キャンパス事務室　06-6368-0721（10：30～19：00）�

天六キャンパス事務室　　0120-368-150（13：30～20：00）�

www.kansai-u.ac.jp/extension/

詳細は講座案内（パンフレット）を参照してください。�

千里山�

■6月24日（木）　12：10～受付開始�

択一答案練習コース�

関西大学日曜答案練習会�

法
律
家
養
成
講
座�

講座・コース名�

応用演習コース�
現行司法試験対策ゼミ（論文式）実践期�

法科大学院入試対策ゼミ　実践期�

概　　要�

直近の短答式試験突破を目指す！�

本試験レベルの問題を解く！�

開講場所�

千里山�

�

天六�

習得した知識を�
「書く（表現する）力」へ！�

公
務
員
講
座�

入門講座�

国Ⅱ・地方上級対策講座�

フォローアップ講座�

�

心理職対策講座�

教養夏期集中講座�

専門得点アップコース1�

中級・準上級レベル�

�

上級コース�

国Ⅱ・地方上級合格を目指す！�

主要5科目・専門得点アップ1の復習講座�

早期学習で教養科目を得点源にしよう！�

初級コース受験生対象。心理職公務員の合格を目指せ！�

千里山�

会
計
職
講
座
群�

簿記検定講座�3級対策コース� ビジネスリーダーの必須能力� 千里山�

■受付中の講座�

会
計
職
講
座
群�

講座・コース名�

公認会計士入門講座�

税理士講座�

社会保険労務士講座�

簿記論コース�

財務諸表論コース�

概　　要�

早期学習で現役合格を目指す！�

税務・会計のプロを目指す！�

人事・労務のエキスパートを目指せ！�

開講場所�

千里山�

■12月1日（水）　12：10～受付開始�

公
務
員
講
座�

講座・コース名�

フォローアップ講座�

国Ⅰ対策講座�

専門得点アップコース2��

教養得点アップ＆論作文対策コース�

主要5科目演習＆面接対策ゼミ�

上級レベル�

数的処理�

概　　要�

主要5科目・専門得点アップ1の復習講座�

技術系・土木職・心理職（上級コース）対策講座受験生対象�

開講場所�

千里山�

会
計
職
講
座
群�

簿記検定講座�2級対策コース� ビジネスリーダーの必須能力�

公務員へのはじめの第一歩�

国Ⅱ・地方上級合格を目指す！�
国Ⅱ・地方�

上級対策講座�

受講生の声〉〉〉〉〉

総合情報学部総合情報学科２年次生

岸田　麻美さん

■TOEIC獏テスト対策コースを受講して

文学部総合人文学科史学・地理学専修
４年次生

中村　江里さん

■システムアドミニストレータ・コースを受講して

社会学部社会学科産業心理学専攻
３年次生

山田　真美さん

■一般旅行業務取扱主任者講座を受講して

法学部法律学科　2004年３月卒業

堀本　剛史さん

■マスコミ試験対策講座を受講して

大塚優枝さん

八木俊さん

関西大学エクステンション・リードセンターは、本学の学生や
卒業生の各種資格取得、国家試験合格等に寄与するための補助的
教育を展開するとともに、一般社会人の方々に生涯学習の場を提
供しています。今回は、リードセンターの開講講座を受講された
方からのメッセージや資格試験合格実績を紹介するとともに、
『夏期集中・後期開講講座』についてご案内いたします。
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関
西
そ
し
て
日
本
の
誇
る

べ
き
作
家
、
陳
舜
臣
氏
を
本

学
に
招
き
、
平
成
十
六
年
五

月
十
日
、
関
大
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
陳
舜

臣
―
そ
の
人
と
文
学
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
記
念
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
企
画
は
、
河
田
悌
一

学
長
を
通
じ
て
、
陳
氏
か
ら

著
書
、
原
稿
の
た
ぐ
い
約
二

百
余
種
が
本
学
に
寄
贈
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
お
よ
び
展
示
会
を
開

催
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
一

部
で
は
、
山
野
博
史
法
学
部

教
授
に
よ
る
講
演
「
陳
舜
臣

と
司
馬
遼
太
郎
」
が
行
わ
れ

た
。
陳
氏
と
司
馬
氏
の
人
と

仕
事
を
よ
く
知
る
山
野
教
授

は
、
こ
の
講
演
の
た
め
に
作

製
し
た
書
誌
資
料
「
陳
舜
臣

司
馬
遼
太
郎

交
友
抄
」

を
用
い
な
が
ら
、
二
人
の
作

家
の
友
情
、
さ
ら
に
は
両
者

の
風
貌
姿
勢
、
執
筆
活
動
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
多
彩

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
。
お
そ
ら
く
参
加
者
に

は
、
両
氏
の
人
間
像
が
手
に

と
る
よ
う
に
伝
わ
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

第
二
部
は
、
陳
氏
を
迎

え
、
河
田
悌
一
学
長
、
吉
田てい

永
宏
文
学
部
教
授
に
よ
る
鼎

だ
ん談
が
実
現
し
た
。
そ
の
中
で

陳
氏
は
、
江
戸
川
乱
歩
賞
を

受
賞
し
た
出
世
作
「
枯
草
の

根
」、
初
の
書
下
ろ
し
歴
史
小

説
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三

千
余
枚
に
及
ぶ
『
阿
片
戦

争
』
な
ど
、
愛
着
の
あ
る
自

作
の
執
筆
意
図
や
、
陳
氏
み

ず
か
ら
く
り
返
し
活
写
し
て

い
る
「
三
国
志
」
を
は
じ
め

と
す
る
中
国
の
歴
史
上
の
人

物
群
像
へ
の
想
い
�
�
を
な

つ
か
し
げ
に
、熱
っ
ぽ
く
、わ

か
り
や
す
く
語
っ
て
う
む
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、「
中
国
人
と
日
本
人
の
違

い
を
強
調
す
る
よ
り
も
、
互

い
の
共
通
点
を
重
視
す
る
見

方
の
ほ
う
が
大
切
だ
」
と
述

べ
、
八
十
歳
の
傘
寿
の
現
在

も
執
筆
意
欲
に
衰
え
を
見
せ

る
ど
こ
ろ
か
、
い
っ
そ
う
の

健
筆
を
期
待
さ
せ
て
や
ま
ぬ

迫
力
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
、会
場
に
は
静
か
な
、

け
れ
ど
も
揺
ぎ
の
な
い
感
動

の
渦
が
広
が
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

当
日
は
一
般
市
民
、
学
生

な
ど
約
四
百
五
十
人
が
来
聴

し
、
最
後
に
は
活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
り
、
関
心
の
深
さ

が
う
か
が
わ
れ
た
。
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
企
画
は
こ
の
う
え
も
な
く

有
意
義
と
思
わ
れ
、
今
後
も

学
生
の
知
的
好
奇
心
を
触
発

す
る
た
め
、
そ
し
て
地
域
社

会
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

本
学
の
も
て
る
力
を
発
揮

し
、
積
極
的
に
学
び
の
場
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

◇

◇

「
陳
舜
臣
展
」
と
題
し
た

特
別
展
は
、
平
成
十
六
年
五

月
十
日
〜
十
六
日
の
期
間
、

総
合
図
書
館
一
階
展
示
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
陳
氏

が
、
江
戸
川
乱
歩
賞
、
直
木

三
十
五
賞
、
日
本
推
理
作
家

協
会
賞
な
ど
栄
誉
に
浴
し
た

例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

が
、
そ
の
時
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
含
め
、
加
筆
、
削
除
が
ほ

と
ん
ど
施
さ
れ
て
い
な
い
完

成
度
の
高
い
自
筆
原
稿
、
麗

筆
か
つ
名
文
の
誉
れ
高
い
各

種
書
幅
、
そ
れ
に
加
え
て
主

要
著
書
の
初
版
本
が
勢
揃

い
、
万
年
筆
や
メ
ガ
ネ
と
い

っ
た
愛
用
の
品
も
添
え
ら

れ
、
陳
氏
の
多
年
に
わ
た
る

文
業
に
眼
福
を
得
る
ま
た
と

な
い
機
会
と
な
っ
た
。

�����������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������������

バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
画
面

フ
ロ
ア
案
内
画
面

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
画
面

このたび、関西大学図書館が制作する
新しいWebコンテンツ、�KULGATE-
WAY�関西大学総合図書館案内on the
Web��が完成した。
これは、本学図書館が行っている利用
教育・案内をより効果的に展開するため
のツールとして制作されたWebコンテン
ツで、フロア案内や図書館バーチャルツ
アーをインターネット上で体験すること
ができる。

こ
れ
ま
で
も
本
学
図
書
館
で

は
、
学
部
教
育
導
入
期
に
お
け

る
図
書
館
利
用
教
育
と
し
て「
新

入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

お
よ
び
「
図
書
館
ツ
ア
ー
」
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
行
事
は
、
参
加
者
か
ら
は
一

定
の
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の

の
、
年
度
当
初
の
繁
忙
期
に
集

中
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
参

加
率
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
利
用

者
が
い
つ
で
も
繰
り
返
し
必
要

な
事
項
を
学
習
で
き
る
よ
う
、

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
図
書
館
ツ
ア
ー
の
両
方
の
要

素
を
持
っ
た
電
子
コ
ン
テ
ン
ツ

を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
展
開
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
企
図

し
て
制
作
さ
れ
た
の
が
こ
の
新

し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ

�K
U
L
G
A
T
E
W
A

‐

Y

�
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
コ

ン
テ
ン
ツ
名
の
�K

U
L

�
は

K
an
sai
U
n
iversit ‐

y
L
ib
ra
ry

の
略
、

�G
A
T
E
W
A
Y

�は「
入
り

口
、通
路
」
が
元
々
の
語
義
で
あ

り
、�K

U
L
G
A
T
E
-

W
A
Y

�
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
「
図
書
館
入
門
」
あ
る
い
は

「
図
書
館
徹
底
活
用
へ
の
道

程
」を
意
味
す
る
。

�K
U
L
G
A
T
E
-

W
A
Y

�
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
の
は
フ
ロ
ア
案
内
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
終
わ
っ
た

後
、
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

「
フ
ロ
ア
案
内
」
の
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
地
上
三

階
、
地
下
二
階
の
図
書
館
構
成

図
が
現
れ
る
。
各
階
の
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ

の
階
を
構
成
し
て
い
る
コ
ー
ナ

ー
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
詳
細
が

動
画
を
含
む
画
像
と
説
明
文
で

分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、「
フ
ロ
ア
案
内
」
と

並
ぶ
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る「
バ

ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」
は
、
短
い

時
間
で
総
合
図
書
館
の
全
体
像

を
把
握
す
る
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、「
フ
ロ
ア
案

内
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
も

言
え
る
。
全
編
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る

F
la
s
h

で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
短
編
映
画
を
見
る
感
覚

で
、
総
合
図
書
館
の
全
体
イ
メ

ー
ジ
が
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
フ
ロ
ア
ウ
ォ

ー
ク
」
と
「
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ

ー
」
は
そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
Ｗ
ｅ

ｂ
技
術
を
駆
使
し
た
体
験
型
の

コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
あ
た
か
も
そ

の
場
で
図
書
館
を
見
学
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン

ツ
は
、
新
入
生
を
は
じ
め
学

生
、
教
職
員
な
ど
の
利
用
者
が

図
書
館
の
利
用
方
法
を
身
に
つ

け
よ
う
と
す
る
際
、
き
わ
め
て

有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
本
学
の
知
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
総
合
図
書
館
を
居

な
が
ら
に
し
て
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
�K

U
L
G
A

‐

T
E
W
A
Y

�
は
、
こ
れ
か
ら

本
学
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
高

校
生
や
そ
の
ご
父
母
・
保
護
者

に
と
っ
て
、
体
験
型
入
学
案
内

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
に
違

い
な
い
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
新
し
い

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
�K

U
L

G
A
T
E
W
A
Y

�
を
ご
覧

い
た
だ
い
て
、
図
書
館
利
用
案

内
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

陳舜臣氏（中央）を迎え、談論風発

関
西
大
学
図
書
館

記念フォーラムを開催
（（（（ 陳舜臣展 ））））

総合図書館案内Webコンテンツ

完完成成がが

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

※図書館ホームページのメニューにある「User's ガイド」の「総合図書館on theWeb」をク
リックすれば、�KUL GATEWAY�へアクセスできます。
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総
合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
凜
風
館
建
設
工
事
の
地
鎮
祭
が

四
月
二
十
七
日（
火
）午
前
十
一
時

か
ら
建
設
予
定
地
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。
当
日
は
羽
間
平
安
理
事

長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
約
七
十
人
が
出
席
し
た
。

こ
の
建
物
は
本
学
創
立
百
二
十

周
年
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
る
も
の
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
広
場
の
創
出
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
多
く
の
友
と
出
会
い
、

語
ら
え
る
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
情
報
端
末
を
多
数
設
置

し
、
情
報
収
集
・
発
信
の
場
と
な

る
。
ま
た
、
学
生
食
堂
や
購
買
部

等
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。

竣
工
は
、
平
成
十
八
年
二
月
の
予

定
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア

ル
バ
イ
ト
求
人
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
『
関
西
大
学
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を

今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
す
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
求
人
情

報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。登

録
方
法
の
詳
細
は
、
学
生

生
活
課
窓
口
で
配
付
し
て
い
る

チ
ラ
シ
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
掲
示
板
に
よ
る
ア
ル
バ
イ

ト
紹
介
は
終
了
し
ま
し
た
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
で
は
危
険
を
伴
う
も
の

や
教
育
的
に
好
ま
し
く
な
い
も

の
な
ど
「
ア
ル
バ
イ
ト
制
限
職

種
」
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
く
審
査
を
経
た
ア
ル
バ
イ

ト
求
人
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
学
業
と
の
兼
ね
合
い
や

体
力
な
ど
を
考
慮
し
て
ア
ル
バ

イ
ト
を
選
択
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら
で
す
。

h
ttp
:��w
w
w
.ain
es
.

n
et�k
an
sai�u

（
学
生
部
）

文
学
部
教
授

野
村
幸
正
著

『「
教
え
な
い
」
教
育
』

（
平
成
十
五
年
十
月
十
日
・
二
瓶
社
・

本
体
千
三
百
八
十
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

野
村
幸
正
共
著

『
新
し
く
学
ぶ
心
理
学
』

（
平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
・
二
瓶
社

・
本
体
千
四
百
八
十
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

吾
妻
重
二
訳
注

『
熊
十
力

新
唯
識
論
』

（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
三
千
七
百
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

藤
善
眞
澄
編
著

『
東
と
西
の
文
化
交
流
』

（
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
五
千
三
百
円
＋

税
）

文
学
部
助
教
授

山
住
勝
広
著

『
活
動
理
論
と
教
育
実
践
の
創

造
―
拡
張
的
学
習
へ
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
二
千
七
百
円
＋

税
）

社
会
学
部
教
授

林

英
夫
著

『
郵
送
調
査
法
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
三
千
八
百
円
＋

税
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

河
合
忠
仁
著

『
韓
国
の
英
語
教
育
政
策
―
日

本
の
英
語
教
育
政
策
の
問
題
点

を
探
る
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
二
千
九
百
円
＋

税
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

熊
谷
明
泰
編
著

『
朝
鮮
総
督
府
の
「
国
語
」
政

策
資
料
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
六
千
二
百
円
＋

税
）

名
誉
教
授

井
上

宏
著

『
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
現
代
社
会

〜
「
現
実
世
界
」
と
「
メ
デ
ィ

ア
世
界
」
〜
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
本
体
四
千
百
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

田
中
俊
也
著

『
思
考
の
発
達
に
つ
い
て
の
総

合
的
研
究
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
二
千
五
百
円
＋

関
西
大
学
で
は
全
学
を
挙
げ

て
迷
惑
駐
車
・
駐
輪
の
根
絶
を

め
ざ
し
、「
自
動
車
・
モ
ー
タ
ー

バ
イ
ク
通
学
禁
止
に
関
す
る
同

意
書
」
の
提
出
、
自
動
車
・
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
通
学
を
し
て
い

る
違
反
者
に
対
す
る
「
巡
回
指

導
」
の
実
施
等
、
積
極
的
な
姿

勢
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
自
転
車
は
専
用
の
駐
輪
場

へ
】自

転
車
専
用
の
駐
輪
場
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
学
内
に
放
置

せ
ず
駐
輪
場
を
利
用
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歩
行
者
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し

ょ
う
】

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前

通
り
は
、
歩
行
者
専
用
道
路
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
の
み
な

さ
ん
は
、
自
動
車
等
の
通
行
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
問
題
対
策
委
員
会
）

新刊の�新刊の�

課
外
活
動
団
体
の
部
室
や
音

楽
練
習
室
の
あ
る
誠
之
館
３
号

館
新
館
が
、
七
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
ま
で
の
三
か
月
間
、

全
面
改
装
工
事
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
建
物
は
、
昭
和
四
十
三

年
の
竣
工
以
来
、
三
十
六
年
が

経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
激

し
い
。今
回
の
工
事
で
は
、各
部

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
備
、女
子

ト
イ
レ
や
音
楽
練
習
室
の
増
設

等
、
課
外
活
動
の
環
境
に
つ
い

て
大
規
模
な
整
備
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、誠
之
館

の
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ
れ
る
。

こ
の
改
装
を
機
に
、文
化
会
・

学
術
研
究
会
す
べ
て
の
部
室
を

誠
之
館
３
号
館
新
館
に
割
り
あ

て
る
。
ま
た
、
音
楽
練
習
室
や

和
室
の
他
、
新
た
に
同
好
会
の

共
同
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
こ

の
共
同
ス
ペ
ー
ス
は
、
テ
ー
ブ

ル
と
椅
子
を
設
置
し
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
で
、
同
好
会
や
サ

ー
ク
ル
の
談
話
室
と
し
て
利
用

で
き
る
。
な
お
、
改
装
工
事
に

先
駆
け
て
、
今
年
四
月
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
身
障
者
用
ト
イ

レ
の
設
置
が
完
了
し
、
既
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
現
し
て
い

る
。

（
学
生
部
）

３月は１３７人
東京で就職

戦線を戦おう
と決意して、
３月に東京セ
ンターを訪れ
た学生は、１３７
人である。うち、女
子学生は４７人だっ
た。
その多くは「夜行

バス」での往復のた
め、早朝６時台にJR
東京駅八重洲口前に
到着している。
東京センターとし

てはなるべく早く事
務所を開けて、疲れ
ている学生に少しで
も休んでもらおうと
考えているが、借り
ているビルの管理も
あって７時３０分過ぎ
に開けるのが精一杯
の配慮である。
何回もセンターを

利用している学生
は、８時前にも事務
所にやってきて、出
されたお茶を飲みな
がら、その日の段取
りをセンターの職員
と話し合ったり、パ
ソコンを操作するな
どしてリラックスし
ている。

４月は１５０人
就活本番の

４月になると
東京センター
に来た学生も
１５０人を記録
し、女子学生

も５０人になった。
内定を通知される

者も増えてきて、
朝、「今日は最終面接
です」と言って出て
いった学生が、戻っ
てくるなり「内定も
らいました」、センタ
ー内にいる職員、学
生が一斉に拍手して
迎えるという光景が
しばしば見られるよ
うになってきた。自
分の子供が合格した
ようなうれしさが湧
いてきて、本心から
「よかったね」と喜ん
でいる。
今年は、昨年より

採用状況が上向いて
いるようだ。だが、
採用試験にのぞむ学
生にとっては待った
なしの真剣勝負であ
る。日頃の実力を発
揮して、めざす目標
をゲットして欲しい
と念ずるこの頃であ
る。
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総合学生会館の完成予想図
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総総合合学学生生会会館館
メメデディィアアパパーークク 凜凜風風館館

建設工事の地鎮祭

誠
之
館
３
号
館
新
館
が
全
面
改
装

部
室
に
エ
ア
コ
ン
、談
話
室
も
７月着工

迷
惑
駐
車
、駐
輪
の
根
絶
へ

車
・
バ
イ
ク
通
学
全
面
禁
止
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五
月
二
十
三
日
（
日
）、
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
「
二
〇

〇
四
年
度

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
」
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

た
。
毎
年
恒
例
の
「
キ
ャ
ン
パ

ス
祭
」
は
前
号
で
予
告
し
た
と

お
り
、や
は
り
「
ひ
と
味
ち
が
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」と
な
っ
た
。

今
年
も
「
祭
」
の
雰
囲
気
を

全
面
に
出
し
た
模
擬
店
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
多
く
の
一
般

市
民
や
学
生
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

模
擬
店
は
総
合
情
報
学
部
の
ゼ

ミ
、
サ
ー
ク
ル
等
、
十
八
団
体

の
出
店
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中

に
は
、
千
里
山
か
ら
五
団
体
の

参
加
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
企

画
や
、
研
究
発
表
で
も
昨
年
ま

で
は
総
合
情
報
学
部
の
団
体
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
千
里

山
か
ら
応
援
団
を
は
じ
め
と
し

た
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
の
参
加

で
、
学
生
の
盛
り
上
が
り
に
拍

車
が
か
か
っ
た
。
千
里
山
の
学

生
も
共
に
楽
し
く
参
加
で
き
る

キ
ャ
ン
パ
ス
祭
が
今
後
期
待
さ

れ
る
。

今
回
の
企
画
で
多
く
の
来
場

者
が
あ
っ
た
の
は
、
総
合
情
報

学
部
祭
典
実
行
委
員
会
主
催
の

講
演
企
画
「
激
論
バ
ト
ル
�

経
済
学
�
経
営
学
」（
�
写
真
）

で
来
場
者
は
三
百
六
十
人
を
超

え
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
、
大
学
院
総
合

情
報
学
研
究
科
同
窓
会
主
催
の

講
演
「
総
情
発
『
情
報
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
生
き
か

た
』
〜
変
革
の
実
践
者
と
し
て

の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
講
座

〜
」
は
、
総
合
情
報
学
部
出
身

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
者
四
人
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
講
演

で
、
約
三
百
人
の
来
場
者
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ス
タ
ジ
オ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、毎
日
放
送
の
方
に
よ
る
「
デ

ジ
タ
ル
地
上
波
放

送
」
を
題
材
に
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た

後
、
ス
タ
ジ
オ
機
器

を
手
に
参
加
者
全
員

が
一
つ
の
番
組
を
制

作
し
た
。
参
加
者
の

関
心
も
高
く
、
例
年

よ
り
多
い
来
場
者
数

だ
っ
た
。

そ
し
て
、
今
年
初
の
企
画
で

あ
る
「
三
次
元
Ｃ
Ｇ
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
も
親
子
連
れ
の
参
加
者

が
ど
ち
ら
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
好
評
だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
が
例
年
と

は
「
ひ
と
味
ち
が
う
」
内
容
で

あ
り
、
来
場
者
数
は
約
三
千

五
百
人
に
上
っ
た
。
こ
の
飛

躍
を
も
っ
て
来
年
の
キ
ャ
ン

パ
ス
祭
も
更
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務

室
）

キャンパス祭

高槻

今今
年年
はは
ひひ
とと
味味
ちち
がが
っっ
てて
大大
盛盛
況況
��
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夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

海
や
山
で
の
事
故
以
外
に
も
日

常
生
活
に
お
い
て
、
け
が
や
病

気
に
襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
に
応

急
手
当
の
基
礎
知
識
を
知
っ
て

い
れ
ば
、
突
然
の
対
処
方
法
に

も
動
ず
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

回
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
「
普
通
救
命
講
習
会
」

で
は
、
吹
田
市
の
消
防
署
の
協

力
を
得
て
、
実
技
講
習
を
中
心

に
応
急
手
当
と
救
急
手
当
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
す
。
実
技
講
習
を
含
め

て
約
三
時
間
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
奮
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
者
に

は
公
的
な
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

申
し
込
み
受
付
け
は
、
学
生

生
活
課
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

日

時
�
七
月
五
日
（
月
）

午
後
一
時
半
〜
四
時
半

場

所
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

新
関
西
大
学
会
館
北
棟
ホ
ー
ル

定

員
�
先
着
三
十
人

（
学
生
部
）

「
普
通
救
命
講

習
会
」
を
開
催

７月５日に

好
評
の
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
弾

税
）

文
学
部
教
授

伴

義
孝
著

『
生
の
体
育
―
か
ら
だ
の
原
点

を
問
う
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
三
千
八
百
円
＋

税
）

経
済
学
部
教
授

橋
本
紀
子
著

『
変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
家
計
の

消
費
行
動
―
Ａ
Ｉ
需
要
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
分
析
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
二
千
九
百
円
＋
税
）

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

八
島
智
子
著

『
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
情
意
と
動
機
―
研
究
と
教

育
の
視
点
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
二
千
円
＋
税
）

名
誉
教
授

池
田

進
著

『
ヒ
ト
か
ら
人
へ
―
知
的
機
能

の
一
つ
の
系
譜
―
』

（
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西

大
学
出
版
部
・
本
体
三
千
円
＋
税
）

文
学
部
教
授

澤
井
茂
夫
（
澤

井
繁
男
）
著

『
時
計
台
前
仲
通
り
』

（
平
成
十
六
年
五
月
一
日
・
編
集
工
房

ノ
ア
・
本
体
二
千
円
＋
税
）

訂
正本

紙
前
号
（
第
３
１
７
号
）
第
十
一
面
「
新
刊
の
扉
」

欄
の
文
学
部
教
授
浜
本
隆
志
著
『
魔
女
と
カ
ル
ト
の
ド
イ

ツ
史
』
の
発
行
元
は
、
凸
版
印
刷
で
は
な
く
講
談
社
で
し

た
。
訂
正
し
ま
す
。

東京センター長 石山 博康

平成１６年（２００４年）６月１５日（７） 第 ３１８ 号



▼
最
近
の
成
績

2
0
0
４
　
第

80
回
日
本
選
手
権
大
会(

競
泳
競
技)

兼
第

28
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
代
表
選
手
選
考
会
　
女
子
４
０
０
誡
自

由
形
優
勝
・
女
子
８
０
０
誡
優
勝（
７
連
覇
・
日
本
新
記
録
）

高
校
三
年
生
の
時
に
出
場
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
四

年
、
も
う
一
度
あ
の
舞
台
に
立
て
る
と
い
う
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
四
年
間
、
水
泳
の
面
で
は
苦
し
い
こ
と
、
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
精
神
的
に
も
落
ち
込
む
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
早
く
泳
ぐ
こ
と
だ
け
に
集
中
し
す
ぎ

て
、
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な
時
に
関
大
の
友
人
た
ち
か

ら
も
ら
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
電
話
や
メ
ー
ル
に

救
わ
れ
、
厳
し
い
練
習
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
テ
ネ
で
は
、
み
ん
な

の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め

に
も
、
「
辛
く
て
も
頑
張
り

続
け
れ
ば
、
そ
の
あ
と
に

は
必
ず
い
い
こ
と
が
待
っ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

私
が
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と

で
証
明
し
ま
す
。
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

文
学
部
４
年
次
生

山
田
沙
知
子

水
　
泳

私
は
本
学
の
学
生
で
あ
る
と
同
時
に
、
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

Ｆ
Ｃ
高
槻
と
い
う
市
民
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
は
た
だ
い
ま
、
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

（
Ｌ
・
リ
ー
グ
）
に
参
戦
中
で
す
。
チ
ー
ム
の
活
動
は
週
に

六
回
、
枚
方
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。
下
は
高
校
生
か
ら
上
は
主
婦
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
チ
ー
ム
で
、
毎
日
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
高
校
三
年
の
時
か
ら
Ｌ
リ

ー
グ
に
出
場
し
、
今
年
で
五
年
目
で
す
。
リ
ー
グ
で
の
試

合
は
、
ス
ピ
ー
ド
や
パ
ワ
ー
、
技
術
な
ど
ど
れ
も
高
い
レ

ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
毎
回
発
見
と

勉
強
の
連
続
で
す
。
五
年
目
の
今
年
は
節
目
の
年
で
も
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
上
位
に
食
い
込
ん
で
、
チ
ー
ム
を
盛
り
上

げ
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
二
月
か
ら
は
日
本
代
表
の
活
動
に
も
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生

活
、
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
む
姿
勢
、
意
識
の
高
さ
な
ど
た

く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
四
月
に
行
わ
れ
た
ア
テ
ネ

の
予
選
で
は
、
北
朝
鮮
に
勝
つ
こ
と
が
出
来
、
自
分
も
そ

の
一
員
と
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は

ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ン

バ
ー
十
八
人
に

選
ば
れ
る
よ
う

に
、
心
身
共
に

い

い

準

備

を

し

て

、

頑
張
っ
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
体
育
会
サ

ッ
カ
ー
部
は
、
現
在
百

七
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
大

所
帯
の
た
め
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
チ
ー

ム
に
分
か
れ
練
習
時
間
も
違
い

ま
す
が
、
全
員
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー

を
め
ざ
し
、
一
丸
と
な
っ
て

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

優
勝
を
目
標
と
し
て
い
た
春

季
リ
ー
グ
は
、
私
自
身
は
得
点

王
と
い
う
個
人
タ
イ
ト
ル
を
取

れ
た
も
の
の
、
六
位
に
終
わ
り

ま
し
た
。
総
理
大
臣
杯
出
場
権

を
か
け
た
関
西
選
手
権
で
は
二

回
戦
で
敗
退
し
、
夏
の
全
国
出

場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
公
式
試
合

私
は
三
歳
の
時
に
水
泳

を
始
め
、
中
学
卒
業

後
、
出
身
地
の
北
海

道
か
ら
兵
庫
県
の

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
と

い
う
競
泳
の
チ
ー

ム
の
寮
に
入
り
、
高

校
か
ら
本
格
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
四
年

間
で
得
た
も
の
は

「
や
れ
ば
や
っ
た
分

だ
け
結
果
は
つ
い
て
く
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
他
に
も
た
く

さ
ん
得
た
も
の
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
に
来
て
周
囲

の
応
援
と
支
え
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
競
泳

を
す
る
自
分
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
き
な
存
在
で
す
。
今
年
の

日
本
選
手
権
で
は
順
位
の
基
準

は
満
た
し
ま
し
た
が
、
タ
イ
ム

が
足
り
ず
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
逃
し
ま
し
た
。
四
年
後
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ざ
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

の
な
い
長
い
夏
が
始
ま
り
ま

す
。
し
か
し
、
秋
季
リ
ー
グ
開

幕
ま
で
あ
と
十
三
週
間
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
四
年
次
生
の
私
に

と
っ
て
最
後
の
リ
ー
グ
と
な
る

秋
季
リ
ー
グ
を
悔
い
の
残
ら
な

い
も
の
に
し
、
大
学
卒
業
後
Ｊ

リ
ー
グ
に
進
む
と
い
う
幼
い
頃

か
ら
の
自
分
の
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
こ
の
期
間
を
有
意

義
に
過
ご
し
、
関
西
制
覇
、
そ

し
て
イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
全
国

制
覇
と
い
う
チ
ー
ム
の
目
標
を

達
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

私
は
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
ど
れ
も
中
途
半
端
で

し
た
。
し
か
し
、
ボ
ク
シ
ン
グ

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ク
シ

ン
グ
に
は
熱
く
な
れ
る
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。
試
合
の
と
き
の

雰
囲
気
は
も
の
す
ご
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
試
合(

高
校
の
新

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
3

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
　
優
勝
、
関
西

学
生
サ
ッ
カ
ー
秋
季
リ
ー
グ
　
２
位
、

全
日
本
大
学
選
手
権
　
ベ
ス
ト
８

2
0
0
4

大
学
日
韓
戦
出
場
、
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
春
季
リ
ー
グ
　
６
位

個
人
タ
イ
ト
ル：

得
点
王

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
2

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
水
泳
競
技
大
会

４
0
0
誡
個
人
メ
ド
レ
ー
　
５
位

2
0
0
3

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
水
泳
競
技
大
会

４
0
0
誡
個
人
メ
ド
レ
ー
　
４
位

2
0
0
4

日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

４
0
0
誡
個
人
メ
ド
レ
ー
　
２
位

私
は
高
校
か
ら
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
学
で
自

分
自
身
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
試
し
て
み
た
く
、
体
育
会
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
ま
し
た
。
入
部
当
時
は

二
部
リ
ー
グ
で
し
た
が
、
一
昨

年
に
一
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
、

昨
年
は
五
十
六
年
ぶ
り
に
関
学

大
に
勝
つ
な
ど
一
部
リ
ー
グ
に

お
い
て
三
位
と
い
う

成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
、
ま
た
私
自
身

と
し
て
も
様
々
な
選

抜
に
選
ば
れ
、
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
は
そ
の
中

で
「
現
在
、
自
分
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
自
分
が
ど
う
あ

り
た
い
か
」
と
常

に
向
上
心
と
野
心
を
持
っ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
結
果

と
し
て
チ
ー
ム
の
た
め
に
な
り
、

私
自
身
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
の
舞
台
を
用
意
し
て
く
れ

ま
し
た
。

今
後
は
、
昨
年
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
学
生
日
本
一
で
あ
る
甲

子
園
ボ
ー
ル
優
勝
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
期
待
さ
れ
た
ら
応

え
た
い
し
、
チ
ー
ム
が
困
っ
た

と
き
ほ
ど
頼
り
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
社
会
人

で
も
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け

る
こ
と
を
決
め
た
の

で
次
回
行
わ
れ
る
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
目

標
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
2

関
西
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
選
出
さ
れ
、

N
E
W

E
R
A

B
O
W
L
に
出
場
。

2
0
0
3

当
年
度
の
関
西
学
生
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
メ

ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
関
西

オ
ー
ル
ス
タ
ー
に
選
出
さ
れ
、
え
び
す

ボ
ー
ル
に
出
場
。
全
米
大
学
オ
ー
ル
ス

タ
ー
戦
に
派
遣
選
手
と
し
て
出
場
。

私
が
本
学
に
入
学
し
て
か

ら
今
ま
で
に
、
わ
が
野

球
部
は
ま
だ
神
宮
大
会
に
出
場

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一

年
次
生
の
春
・
秋
の
リ
ー
グ
戦

で
は
二
位
と
い
う
悔
し
い
結
果

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
年
次
生
に
な
り
本
格
的
に
試

合
に
も
出
さ
し
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
、
自
覚
や
責
任
も
っ

て
向
か
え
た
今
春
の
リ
ー
グ
戦

で
は
自
分
も
チ
ー

ム
も
不
本
意
な
結

果
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
２
　
第
74
回
記
念
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

ベ
ス
ト
８
、
第
84
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
　
優
勝

し
、
こ
の
負
け
た
悔
し
さ
を
力

に
変
え
て
チ
ー
ム
は
一
丸
と
な

り
、
神
宮
大
会
出
場
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ

レ
ー
す
る
僕
た
ち
を
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
応
援
団
・
学
校
関

係
者
の
み
な
さ
ん
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
暑
い
日
も

雨
の
日
も
必
死
に
応
援
し
て
も

ら
っ
た
事
は
僕
た
ち
の
プ
レ
ー

に
大
き
な
力
と
な
り
、
後
押
し

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
む
し
ゃ
ら
に

野
球
を
し
、
勝
利
の
雄
叫
び
を

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
野
球

を
好
き
な
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
ぜ
ひ
一
度
、
球
場
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

人
戦)

で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
を

始
め
た
こ
と
を
後
悔
し
、
ど
う

す
れ
ば
逃
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

逃
げ
ず
に
続
け
て
い
た

お
か
げ
で
、
今
で
は
あ

る
程
度
の
実
力
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
で
は
パ
ン
チ
が

当
た
る
ご
と
に
、
応
援
の
人
た

ち
が
歓
声
を
上
げ
て
く
れ
て
、

ダ
ウ
ン
を
取
る
と
大
歓
声
を
上

げ
て
く
れ
る
の
で
最
高
で
す
。

関
大
に
は
い
い
リ
ン
グ
が
あ

っ
て
、
よ
く
試
合
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
一
度
、
の

ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

社
会
学
部
４
年
次
生

前
田
　
雅
文

男
子
サ
ッ
カ
ー

商
学
部
４
年
次
生

大
谷
　
慎
哉

ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

社
会
学
部
２
年
次
生

藤
田
紗
和
美

水
　
泳

文
学
部
１
年
次
生

宮
　
　
圭
吾

ボ
ク
シ
ン
グ

商
学
部
２
年
次
生

山
田
　
裕
貴

野
　
球

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
3

第
58
回
国
民
体
育
大
会
　
大
阪
府
予
選
少
年
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

優
勝
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
少
年
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
　
優
勝

2
0
0
4

第
59
回
国
民
体
育
大
会
　
大
阪
府
予
選
成
年
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
　
優
勝

チーム
目標達成

熱い

応援
よろしく
です

４年後の
北京めざす

向上心と
野心

今
年
は
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
。
八
月
に
は
十
七
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ア
テ
ネ
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
か
ら
は
、
水
上
競
技
部
の
山
田
沙
知
子
さ
ん
が
、
現
役
関
大

生
と
し
て
は
四
十
四
年
ぶ
り
と
な
る
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
特
集
で
は
山
田
さ
ん
を
は
じ
め
、
現
在
国
内
外
で
活
躍
中
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
関
大
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
七
人
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
や
夢
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▼
出
場
し
た
主
な
大
会
と
成
績

2
0
0
3

第
24
回
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場
　
ベ
ス
ト

8
、
第
22
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
（
テ
グ
）

準

優
勝
、
第
15
回
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｌ
・
リ
ー
グ
）

6
位/

13
チ
ー
ム
　

2
0
0
４
　
第
25
回
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場
　
ベ
ス

ト
８
、
Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子
サ
ッ
カ
ー
予
選
大
会
2
0
0
4

準

優
勝

文
学
部
４
年
次
生

下
小
鶴
　
綾

女
子
サ
ッ
カ
ー

１８人の中に

メダルを

獲ります
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情
報
化
社
会
で
は
自
ら
情

報
を
吟
味
し
判
断
す
る
こ
と

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
情
報
は

日
々
人
間
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
作
成
者
の
意
図
を
超
え

て
流
通
す
る
。
大
学
的
な
知

の
基
本
で
あ
る
真
偽
へ
の
潔

癖
さ
な
ど
、
は
な
か
ら
な
い

こ
れ
ら
情
報
の
中
で
、
今
、

人
々
、
特
に
若
い
人
々
は
、

自
分
を
見
失
う
ま
い
と
必
死

で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
自
分
を
見
失

う
こ
と
の
甘
美
さ
に
溺
れ
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
溺
れ

る
こ
と
な
し
に
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
甘
美
さ
や
残
酷

さ
や
取
り
返
し
の
つ
か
な
さ

も
、
確
か
に
あ
る
の
だ
か

ら
。
そ
れ
な
ら
ば
、
い
つ

か
、
そ
の
取
り
返
し
の
つ
か

な
さ
の
向
こ
う
で
、
真
偽
へ

の
潔
癖
さ
の
情
熱
を
身
近
に

感
じ
な
が
ら
、
自
ら
下
す
決

断
を
誇
り
に
思
う
時
が
来
る

よ
う
、
大
学
的
な
知
の
基
本

で
あ
る
こ
の
情
熱
を
こ
こ
で

の
四
年
間
で
体
得
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

（
関
口
理
久
子
）

�編集後記�

熊
谷
明
泰
（
く
ま
た
に
・

あ
き
や
す
）
教
授

専
門
は
朝
鮮
語
学
、
社
会

言
語
学
。
朝
鮮
語
と
日
本

語
と
言
語
接
触
、
植
民
地

時
代
や
南
北
分
断
下
に
お

け
る
言
語
政
策
な
ど
に
関

心
が
あ
る
。
最
近
、『
朝
鮮

総
督
府
の
「
国
語
」
政
策

資
料
』（
関
西
大
学
出
版

部
）
を
ま
と
め
た
。
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